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【要 約】衛生管理の良好な農場において，哺乳期から育成期の豚用飼料から抗菌性飼料

添加物を排除することにより，体重減少が 30％確認される。抗菌性飼料添加物の代替とし

て，茶葉給与とインターフェロン製剤投与により体重減少はなくなる。一方，衛生管理の

低い農場においても，同様の方法により体重減少を 15％に維持することが可能である。 

 

【目 的】 

 成長促進や病気治療を目的として畜産分野で使用される抗菌性物質は，薬剤耐性菌の発

現との関連性が危惧されており，社会的に重要な問題となっている。そこで，様々な生理

活性作用を有するカテキン等を含む茶葉を活用し，畜産で使用される抗菌性物質の使用削

減技術を開発する。特に成長促進を目的として低濃度・長期間給与される抗菌性飼料添加

物（以下，添加物）について，抗菌性物質販売量の最も多い養豚を対象に研究を実施する。 

【成果の概要】 

１）添加物の排除が豚の成長に与える影響の研究（平成 17 年度実施） 

 平成 17 年７月～８月生まれの豚 60 頭（８腹）を試験区（添加物排除区 n=35）と対照区

（添加物使用区 n=25）に分け，１週齢から 12 週齢まで飼養試験を行い，体重の推移・疾

病発生状況・病原体検索を実施した。この結果，体重の推移では，離乳時点（４週齢）ま

では，各区とも有意差は認められないが，離乳後１週齢（５週齢）から有意差がみられ，

試験終了時（12 週齢）には試験区で約 30％の体重の減少が確認された（図１）。疾病発生

状況では，死亡事例・呼吸器症状は確認されなかったが，下痢の発生が見られ，試験区，

対照区共に離乳直後から下痢発生率が急上昇し，５から６週齢でピークに達し漸減した。

特に５から６週齢の試験区では，対照区より 15％下痢発生率が高かった（図２）。臨床症

状としては，試験区では被毛疎剛，削痩，元気消失がみられた。病原体検索では，ロタウ

イルスＣ型で，５週齢時に試験区で 60％以上の感染を示す結果が得られた。以上の結果か

ら，添加物は下痢の発生を抑制することにより，成長促進を促しているものと考察される。 

２）茶葉による添加物代替技術の研究（平成 17～18 年度実施） 

 平成 17 年度試験成績より，添加物代替技術開発には下痢発生の抑制が大きく関与するこ

とが判明した。下痢の発生は，夏季と冬季で大きく異なることから２季に分けて試験を実

施するとともに子牛の下痢治療薬として販売されているインターフェロン製剤（以下，Ｉ

ＦＮ）の応用について検討した。飼養試験は，表１に示す試験区分により体重の推移・疾

病発生率について４週齢から 12 週齢まで１％茶葉を飼料添加して実施した。ＩＦＮは，表

２に示すとおり投与する。この結果，体重の推移では，試験１（冬季給与試験）で，５週

齢以降徐々に各区間で差が見られ，最終的には 10％の体重の減少が確認された（図３）。

試験２（夏季給与試験）では，８週齢以降各区間で差が見られ，最終的には７％の体重の

減少が確認された（図４）。試験３（ＩＦＮ併用試験）では，各試験区とも差は確認されな



かった（図５）。疾病発生状況では，離乳後から下痢の発生がみられたが，添加物を排除し

たときよりも発生率は低く抑えられた。このことから茶葉給与により下痢の発生率が減少

したと考えられた。茶葉を添加物の代替として給与すると，冬季・夏季を通じて 10％程度

の体重減少に抑えることが可能だと考えられる。また，ＩＦＮを併用することで添加物と

同様の成績を得られることから，茶葉１％の飼料給与とＩＦＮ投与の併用で添加物の代替

が可能と考えられる。 

３）茶葉による添加物代替技術にかかわる実証研究（平成 19 年度実施） 

 平成 18 年度までに開発した添加物代替技術を技術普及するための問題点の把握と対応

を考察するため，衛生管理の低い養豚場において実証試験を実施した。都内でも一般的な

一貫経営養豚農場（繁殖雄豚３頭，繁殖雌豚 36 頭，肥育豚 200 頭）において，対照区（添

加物使用 n=８），試験区１（１％茶葉添加 n=８），試験区２（１％茶葉添加+ＩＦＮ投与 n=

６）の各区を設置し，体重の推移，疾病発生状況について飼養試験を離乳時点（４週齢）

から 11 週齢まで実施した。この結果，体重の推移では，各試験区ともに体重の減少が確認

され，最終的には試験区１では 20％，試験区２で 15％の体重の減少が確認された（図６）。

疾病発生状況では，対照区で１頭，試験区１で３頭が死亡した。下痢については，試験開

始後各区ともに発生率が上昇し，８週齢まで下痢の発生が続発した。対照区と茶葉区では，

その後９週齢から 10 週齢で下痢の発生が見られた。死亡事例は，下痢の発生と関連して発

生した（図７）。また，試験区２では，下痢の発生が低く抑えられた。 

 添加物は，下痢の発生を抑制することにより成長促進効果をあげている。茶葉には，10％

程度のタンニン成分が含まれているが，これは生体に対して，腸管収れん作用，整腸作用

などを有しており下痢抑制剤として有用である。また，今回の研究で，牛用ＩＦＮは豚に

おいても効果が認められることが判明した。茶葉とＩＦＮを相乗的に使用することにより

添加物の代替技術を開発した。一方，この代替技術は，実施農場の衛生管理に大きく影響

されることも判明した。図８で示す衛生管理の農場では，添加物を排除すると，体重で 30％

の減少が確認できるが，代替技術を使用することにより，添加物と同等の成績が得られる。

また，図９に示すような衛生管理の農場においては，体重の減少抑制効果は 15％となる。 

【成果の活用・留意点】 

 本技術導入に当たっては，行政と一体となり，技術導入を図ろうとする農場の衛生管理

の改善，特に畜舎施設の衛生管理（畜舎毎の消毒槽の設置や畜舎消毒の励行），飼養豚の衛

生管理（オールインオールアウトの実施，異常豚の隔離）等の基本的な衛生管理を徹底す

ることで，添加物の代替として茶葉を活用することは十分可能だと考えられる。 

【成果の公表】 
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表１ 試験区分 
試験１（冬季給与試験 H17.12～H18.1） 

  茶葉１％添加区(n=8) 

試験２（夏季給与試験 H18.8～9） 
  茶葉１％添加区(n=7) 

試験３（IFN 併用試験 H18.8～9） 
  IFN 投与+茶葉１％添加区(n=6) 
対照区 

 抗菌性飼料添加物添加区 

表２ IFN 投与方法 
０・１週齢 0.01g 鼻空内噴霧 

２・３週齢 0.05g 経口投与 

４～11 週齢  0.1g 経口投与 
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図１ 体重の推移（添加物排除試験）
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図２ 下痢発生率の推移（添加物排除試験）

図３ 体重の推移（冬季給与試験）
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図４ 体重の推移（夏季給与試験）
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図５ 体重の推移（IFN 併用試験）
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図６ 体重の推移（実証試験）
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図７ 下痢発生率の推移（実証試験） 
※１：試験区 1(1 頭)  ※2：対照区(1 頭)  ※3：試験区１(1 頭)  ※4：試験区 1(1 頭) 
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図８ 衛生管理状況 
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図９ 試験農場衛生管理状況 
北海道農政部食の安全推進局畜産振興課発行「畜産農場における衛生管理の導入手引書」参照 
  80％以下の項目については，衛生管理についての指導が必要 

% % 
畜舎周囲の衛生管理 畜舎周囲の衛生管理 

畜舎施設の衛生管理 畜舎施設の衛生管理 

飼養豚の衛生管理 飼養豚の衛生管理 

出荷豚の衛生管理 出荷豚の衛生管理 
飼料等の衛生管理 飼料等の衛生管理 

資材及び動物用医

薬品の衛生管理 
資材及び動物用医

薬品の衛生管理 

糞尿，廃棄物の衛生管理 糞尿，廃棄物の衛生管理


